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　わたしたちは、みんな違う個性を持ち、それぞれの感じ方があり、

よいところを持っています。ひとりひとりのよいところを生かしてい

くためには、その人の様子や気持ちに目配りをしながら、その人に

合ったよりそい方を見つけることが大切です。また、人は誰でも「わ

たしのことをわかってほしい」という気持ちがあります。この気持ち

によりそった手助けがあることで、「ひとりじゃない」という安心感

と信頼感が生まれ、人と人とのつながりの中で、みんなが生き生き

と暮らし、働くことができます。

　わたしたちは、みんな互いに支えあって生きています。そのなかで

も、特にまわりの手助けを必要とする人がいます。また、得意なこと

と苦手なことがはっきりしている人もいます。苦手なことをまわりの

人に手助けしてもらうことで、正確さ、集中力、まじめさといったよ

さが生かされる人もいます。

①進学・就職などによって、暮らし・仕事の場が広がります。
⇒	 新しい環境で、まわりの人を理解し、自分を理解してもらうことが求め

られます。
	 手助けを必要とする人がいるときには、その人に関わる多様な人たちに

よるオーダーメイドの支援体制をつくることがポイントとなります。

②親元から離れて暮らすなど、自分の判断で行動する範囲が広
がります。
⇒	 余暇の時間を含めて、自由と規律のバランスがとれた生活を組み立てる

ことが求められます。

③恋愛、結婚、出産といった人生の転機を迎えることも多くな
ります。
⇒	 他人の気持ちなどに対するより深い理解や、性についての知識も求めら

れます。

その人のありのままを受けとめ、
あたたかく支えていくために

青年・成人期には次のような課題に直面します

＊「困り感」の用語は株式会社学研ホールディングスの登録商標（第4893317号）です。
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グッド

タイミング!!は
い
!!

おっ!早いね
じゃあ次の仕事を
お願いするよ

仕事のことは全部
さんにきいて
くださいね

仕事終わりました!!
次は何をすれば
いいですか?

あなたの身近に、接し方が難しいと感じたり、
気になる様子の人はいませんか？

忙しいのに
何のんびり
してんの!!

だって、忙しいと
わからないんだよ。
じゃあ何をすれば
いいの?

1 はじめに

　このような様子は、その人にとっては“生活のしにくさ”、“理解することの困難さ”、

“表現をすることの苦手さ”などのサインであり、“自分のことをわかって”、“困ってい

るんだよ”という気持ちの表れかもしれません。あなたにとって困った人に感じても、実は

「困っているのは本人」なのです。

　非常にマイペースで、自分の意思を一貫して保つという特徴がある人がいま

す。その反面、他人が考えていることや思っていることを推測することが苦手な

人もいます。

　明確なルールなどはかたくなに守ろうとしたり、年上であろうとなかろうと誰

に対しても同じように接する人もいます。友達関係と職場の人間関係とに差がな

く、立場をわきまえないと思われてしまうことのある人もいます。

　非常に丁寧な口調で時には堅苦しいと思われる話し方をしたり、難しい言いまわ

しをする人がいます。いろいろな話をすることができても、報告、連絡、相談や援助

を求めたりなどの重要なことを伝えるのは苦手という人もいます。

　言われた言葉をそのままに受けとめようとするために、冗談が通じなかったり、文

字通りにとらえてしまったり、また言われたことの理解が不十分であったり、理解す

るのに時間がかかったりする人がいます。不安や重荷に思っていても、それが表情に

出にくい人もいます。

　きちっと決まっていることや反復的なことの方が安心することができ、「自由
に」とか「臨機応変に」とか「柔軟に」などと言われても、その意味を理解するこ
とが困難な人がいます。急に変更を求められたりすると、不安になったり、動揺
したり、時として拒否をしたりすることもあります。
　興味がある特定のことについての知識が豊富で、そのことで効果的にリフレッ
シュできる人もいますが、逆に、気持ちや行動の切り替えが苦手な人もいます。

　これらの特徴は、その人が置かれている環境や状況によって強みともなり弱
みともなります。そこで、強みとして発揮できるような環境づくりが、また弱み・
苦手とならないようにする環境づくりが必要になってきます。

　本人は困っているように見えなくても、次第に暮らしや仕事の「困り感」につな
がっていくことがあります。
　また、こうした人への接し方にまわりの人が困っているのであれば、まわりの人
が良かれと思ってやっていることがその人に合っていないということがあるかもし
れません。
　その人のことをどのように理解し、どのように接していけばよいのか、一緒に考
えてみましょう。

人との関わりの中で

会話の中で

考え方の特徴について
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その人なりの“わけ”を探ると、
その人へのかかわりかたがわかってきます

次に何すればいいかな…
忙しそうだし…
どうしよう…

2 「気になる様子」には“わけ”がある

　まわりの人から見たその人の「気になる様子」の背景には、その人なりの“わけ”があ
ります。その人はまわりの人を困らせようとしているのではなく、まわりの人の接し方
によってそうなったものでもありません。しかし、そのままにしておくと、まわりの人は
もちろん、本人も次第に困り感が増大してしまうことがあります。
　その人なりの“わけ”を探り、どのように関わったらよいかを考え、工夫することが
その人を支えることにつながります。

その人なりのわけ

まわりの人のかかわり方の工夫

その場に合う話題や言葉づかいをすることが
苦手で、ストレートにものを言ってしまう。
臨機応変な対応が苦手である。
本人も不安やストレスをかかえている。

Ａさん（20歳）は、ちょっとしたことでまわりの人と言い争いになって

しまいます。自分では普通に話をしているつもりでも、相手が不愉快に

なったり怒りだしてしまうことがあります。自分では普通に指摘をした

り話したりしているつもりなので、なぜそうなるのかわかりません。

事例1

まわりの人に、その人の特徴を伝え、わざ
とやっているのではないことを理解して
もらいました。

気になることをメモに
残し、信頼できる人に
相談することをすすめ
ました。

人のいない落ち着ける場所で深呼吸やス
トレッチなどをおこなって、気持ちを落ち
着かせることをすすめました。

その人なりのわけをわかったうえで…

1
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次の仕事は…

○○さんから
　　　教えて
　　　もらってね

次の仕事は…

○○さんから
　　　教えて
　　　もらってね

次の仕事は…

○○さんから
　　　教えて
　　　もらってね

次の仕事は…

○○さんから
　　　教えて
　　　もらってね

「気になる様子」には“わけ”がある

やらなければいけないことの優先順位をつ
けるのが苦手。
まわりの状況を見て判断するのが難しい。
突然の変更があると、先の見通しが立たなく
なり不安になる。

１日に１回は面談の機会を設定することで、
そのときに困り感を話せるようになりまし
た。（その人により面談の頻度は異なりま
す）

口頭で伝えるのが苦手な人に、報告する内
容をメールやメモにして伝えるよう助言を
しました。
それによって、報告・相談ができるようにな
りました。

ホワイトボードやノートに書きながら説明
することにしました。
話した内容を目で見えるように整理してい
くことで本人も理解しやすくなりました。

ひとつの仕事がおわってから次の仕事の
内容を伝えるようにしました。
それによって、混乱せずに仕事をこなすこ
とができるようになりました。

仕事の指示を誰から受けるかを明確にしま
した。それによって、状況に応じて指示をも
らいながら仕事ができるようになりました。

仕事に変更がある場合は、できるだけ前
もって伝えることにしました。それによっ
て、本人の不安が軽減しました。

Ｂさん（25歳）は、仕事で困ったことをまわりの人に報告・相談するの
が苦手です。このため、問題が起きたときでも、なかなか報告するこ
とができません。

Ｃさん（32歳）は、仕事でいくつかの指示を同時に出されたり、急に
予定が変わったりすると、どうすればよいかわからなくなるときがあ
ります。

事例2 事例3

その人なりのわけ
その人なりのわけ

忙しそうな上司や同僚に時間を取らせるの
は申し訳ない。
うまく説明できるか自信がない。
自分から話しかけるのも苦手。

このように、その人なりの“わけ”を探り、その人に合った
かかわり方を工夫することで、その人は生活や仕事がしや
すくなり、「わかること」「できること」が増えていくきっ
かけになります。

その人なりのわけをわかったうえで… その人なりのわけをわかったうえで…

まわりの人のかかわり方の工夫 まわりの人のかかわり方の工夫

1 1

2 2

3

3
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家  族 職場の人

支援者 支援者

信頼 信頼

ひとりひとりの困り感に対する理解　　と支援

　これまで述べてきたような本人やまわりの人が「困っている」「気になる」様子には
いろいろな状態があります。程度もさまざまですし、同じ人でも置かれた環境によって
異なることもあります。また、年齢や環境によって状態が色々と変化することも多くあ
ります。
　こうしたひとりひとりの「困っている」「気になる」様子の背景として、その人の発達
的な特徴・かたよりがみられることがよくあります。発達的な特徴・かたよりが生じや
すいのは、「認知」（まわりの世界や情報を理解すること）、「社会性」（他者の気持ち
を理解して適切につきあうこと。社会のルールの獲得）、「学習」（読み、書き、計算）、
「言語」（言葉を理解する。話す）、「行動のコントロール」、「手先・協応運動」などの
領域です。その人の発達的な特徴・かたよりをきちんと理解することが正しい接し方や
支援につながります。
　ひとりひとりの発達特徴を正しく理解して適切な支援をすすめるために「発達障が
い」について知ることが役に立ちます。その場合に大切にしたいのは、「障がい」とい
う言葉からの画一的な決めつけをしないで、あくまでもひとりひとりの違いを尊重す
るということです。

①　発達障がいは英語で「Developmental Disorders」と言います。
　　「Development」とは発達のことです。また、「Disorder」とは、dis=乱れ、
order=秩序・バランスということです。つまり、発達障がいとは、「発達のアンバ
ランスさ、凹凸があること」を意味しており、それがあるために生活上の支障や不
適応が示されるときに発達障がいとして対処していく必要が出てきます。

②　発達障がいの主なものとして、自閉症スペクトラム障がい（自閉症、アスペル

ガー症候群）、学習障がい（LD）、注意欠陥多動性障がい（ADHD）などがありま

す。（それぞれの障がいの特徴については下図を参照ください。）

　　これらの発達障がいの原因は、基本的に、環境要因によるものではなく、脳機能

の障がいによるものです。また、発達障がいの人は、まわりとのあつれきにさらさ

れやすく、不安や混乱の感情をいだいていることがよく見られます。

発達障がいについて1

アスペルガー症候群

自閉症

● 言葉の発達の遅れ
● コミュニケーションの障がい
● 対人関係・社会性の障がい
● パターン化した行動、
　 こだわり

知的な遅れを伴う
こともあります

● 不注意（集中できない）
● 多動・多弁
  （じっとしていられない）
● 衝動的に行動する
  （考えるよりも先に動く）

学習障がい LD● 基本的に、言葉の発達の遅れはない
● コミュニケーションの障がい
● 対人関係・社会性の障がい
● パターン化した行動、
　 興味・関心のかたより
● 不器用

注意欠陥多動性障がい
ADHD

●「読む」、「書く」、「計算
する」等の能力が、全体
的な知的発達に比べて
極端に苦手

自閉症スペクトラム障がい

3
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ひとりひとりの困り感に対する理解と支援

① ひとりで悩みをかかえこまず、まずは相談しましょう。
　それぞれの地域には、相談支援にかかわる窓口があります。ひとりで、あるいは
家族だけで職場だけでかかえこまずに支援者とつながって分かちあいながら改善
の一歩をふみだしていきましょう。
　また、必要に応じて発達障がいの診断をうけることが、まわりの人や本人の理解
を深め、適切な支援につなげていくことに役立つことが多くあります。その場合、
相談支援にあたっているところに遠慮なく相談し、必要に応じて専門医療機関を
紹介してもらうこともできます。
　相談支援にあたっているところは、その内容に応じていろいろとあります。

相談・診断と支援2 ② 関係者の連携による支援の取組みが重要です。
　青年・成人期においては、それまでの学校、家庭中心の生活から社会のいろいろ
な場面に生活の場が広がります。そこで、青年・成人期支援においては、家庭・本
人、地域、職場・事業所、学校、支援機関などが共通理解のもとで協働して継続的
に支援に取り組むことが必要です。そのために、地域の障がい者自立支援協議会
などの関係者による支援ネットワーク体制をつくり、ひとりひとりに合わせたオー
ダーメイドの支援を関係者間で共有し、つないでいくことが重要となります。
　診断があり定期的に通院したりしている場合には、関連医療機関とも連携する
ことがより良い支援につながります。

（なお、発達障がいの主な特徴、かかわり方の視点については『いわてこども発達
支援サポートブック』保育者編P.14〜18もご覧ください。（岩手県ホームページ
に掲載しています←「いわて　発達　サポートブック」で検索））

地域若者サポートステーション精神保健福祉センター

発達障がい者支援センター

各市町村福祉担当課・保健機関

相談支援事業所

ひきこもり支援センター

家族の会・自助グループ医療機関

ハローワーク

ジョブカフェ障害者就業・生活支援センター

障害者職業センター

仕
事
の
支
援

暮
ら
し
の
支
援

3

専門的な
支援

身近な
支援

いわて　発達　サポートブック 検 索
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その人なりのわけをわかったうえで…

まわりの人のかかわり方の工夫

ゲーム

　今日の

こづかいは…

こづかい
帳

光
熱
費

食
　
費

こ
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か
い

ゲーム
欲しいものは…
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ト

○○○円

　今日の

こづかいは…
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支援のポイント
暮らし編

　その人が困っていることに気がつき、その人なりの“わけ”がわかると、かかわり方
の工夫がしやすくなります。
　日頃のかかわりの中からその人なりの“わけ”を探り、その人の気持ちによりそった
支援を進めていくために、いろいろな特徴を持つ人の事例から支援のヒントを考えて
みましょう。

Ａさん（20歳）は、欲しいものがあるとすぐ買ってしまう癖がありま

す。インターネットで好きなゲームを見つけると、すぐに注文してしま

います。親から何度も注意されましたが、やめることができません。

とうとうＡさんはインターネットを使うことを親からとめられてしま

いました。

ポイント① 日々の生活の仕方を工夫することで暮らし
やすくなります

事例1

4

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

金銭出納帳（こづかい帳）をつけるように
助言しました。

毎週金銭出納帳を確認して、あとどれくら

いお金が残っているか一緒に確認しまし

た。

特に高額なものは事前に相談するよう伝

えました。

欲しいものは「欲しいものリスト」に書き

出して、値段も調べて書きとめておくよう

にしました。

それによって、計画的にお金を使えるよう

になりました。

※ほかに、お金を光熱費、食費などの項目ごとに小分け
して別々の封筒に入れておく方法もあります。

その人なりのわけ

欲しいものがあると我慢できない。
買い物をすることが、不安やストレスの
はけ口になっている。

1

2

3
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支援機関 支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

その人なりのわけ

楽しいと、いつまでもとめられない。
もうやめなくてはと思っても、あと少し、あ
と少しといつまでも気持ちに区切りがつか
ない。

その人なりのわけをわかったうえで…

まわりの人のかかわり方の工夫

1

2

3

 今日は
ここまで!

ゲームの次は
犬の散歩ね

 今日は
ここまで!

ゲームの次は
犬の散歩ね

 今日は
ここまで!

ゲームの次は
犬の散歩ね

 今日は
ここまで!

ゲームの次は
犬の散歩ね

たまにはみんなと
楽しく過ごし
たいな…

支援のポイント
暮らし編

Ｂさん（25歳）は、夜更かしをよくします。好きなゲームをしている
と、何時間でも熱中してしまいます。あまり夜更かしをしすぎて、職場
で居眠りをしてしまいました。

一日の中で、ゲームをする時間を決めるよ
うに助言しました。

一日の生活の流れの大まかな時間を示す

「生活リズム表」を作りました。

「生活リズム表」の中で優先順位を確認

しました。

それによって、時間の使い方にメリハリが

つき、本人もゲームの時間が終わったら、

進んでほかのことをするようになりまし

た。

事例2

4

Ｃさんの知人が、「Ｃさんと同じ気持ちの人同士のあつまりがあるよ」と教えて
くれました。

知人と一緒に同じ悩みを持つ当事者の会に参加したＣさんは、いままでわかっても

らえなかった自分の悩みと同じ悩みを抱えている仲間に出会いました。

Ｃさんが参加した当事者の会では、暮らしや仕事のいろいろな場面でどうふるまえ

ばよいかの練習（ＳＳＴ＝ソーシャルスキルトレーニング）をしています。ＳＳＴに参加

したＣさんは前より外に出るのが楽しくなり、友達が増えました。

その人なりのわけ

同年代の人とうまく話せない。何を話し
ていいかわからない。
みんなと楽しくすごしたいと思うが、どの
ようにしたらいいかわからない。

その人なりのわけをわかったうえで…

まわりの人のかかわり方の工夫

1

2

3

　Ｃさん（32歳）は、友だちがうまくつくれません。休みの日も一人で家にいることが
多く、外で遊ぶことはありません。一人でいるのも好きですが、みんなで楽しくすごし
たいと思うこともあります。

ポイント② 友達づくり、余暇のすごし方についての支援
が必要な人がいます

16 17
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4

耳栓を

つけてみては?

　Ａさん（20歳）は家族と一緒に買い物に出かけました。デパートに入り、おもちゃ売
り場の近くを通りました。子どもたちが楽しそうにおもちゃを見ています。すると、突
然Ａさんが大声で「うわー！」と叫びだし、みんなびっくりしてしまいました。

子どもの声がうるさくて、イライラし
てしまった。

なぜいきなり叫んだのだろう。特に
まわりに変わったことがあったように
も思えないし、理由がわからない。

その人なりのわけを探る

まわりの人のかかわり方の工夫

　Ａさんの家族は、はじめＡさんがなぜ大声を出すのかわかりませんでした。そこで、
Ａさんが大声を出すのはどんなときかメモするようにしました。すると、子どもが大勢
いる場面で大声を出すことが多いという共通点がわかってきましたが、それがなぜな
のかわかりません。
　知人に相談したところ、特定の音が極端に苦手な人がいることを教えられ、専門機
関への相談をすすめられました。発達障がい者支援センターへ相談したところ、状況
に応じて耳栓を使うと良いなどの助言をもらいました。Ａさんのような人のほかに、目
からの刺激に敏感な人にはサングラスをかけること、においに敏感な人にはマスクを
つけることなどの対応方法があります。

　Ａさんは、耳から入ってくる音に敏感だという特徴があります。ほかにも、目から入っ
てくる刺激に敏感で目がチカチカしたり、まぶしがりの人、においに敏感で人が気にな
らないにおいでも苦痛に感ずる人、肌の感覚が敏感で髪をとかしたり帽子をかぶるの
が苦痛という人もいます。

4

Aさんの気持ち まわりの人の気持ち

ポイント③ まわりからの音やにおいなどの感じ方に
特徴のある人がいます

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

支援のポイント
暮らし編
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出勤ボックス

持ち物リスト

自分ではいつもの場所に置いている
つもりなのに、いつのまにかなくなっ
てしまう。毎朝、出勤時間を気にし
ながら探し物をすることに疲れてし
まった。

毎日のように遅刻をするのは会社と
しては困る。職場に来たときも疲れ
た顔をしている。

Aさんの気持ち まわりの人の気持ち

支援のポイント

　Ａさん（20歳）は出勤直前に、「財布はどこ？」「携帯電話はどこ？」など、毎朝探し
物をしてしまいます。そのため、職場に遅刻してしまうときもあります。
　毎朝必死に探し物をすることに疲れ、職場では遅刻をしたことを注意されるなどし
て、出勤することに不安を感じるようになってしまいました。 　仕事をきちんとおこなうには、生活面への支援が必要な場合もあります。

　遅刻をすることが多い人の場合、睡眠や生活リズムの乱れがあったり、仕事に対す
る不安な気持ちが影響していることもあります。その場合には、生活場面に助言・支援
ができる家族や支援機関と連携しながら対応することも考えてみましょう。
　Ａさんの場合は、出勤する際に持っていくものを一覧表にしておき、玄関で毎日チェッ
クするようにしたことで、段取り良く準備をすることができるようになりました。
　財布や携帯電話など、毎日使うものは、出勤の際に目に付く場所を決めて置き、必ず
その場所に置くようにすることで探し物をすることが減りました。
　これらの対応をすることで、遅刻をすることもなくなり、仕事への不安感もなくなり
ました。

※ほかに、出勤する際に持っていくものを
入れる「出勤ボックス」を作る方法もあ
ります。
・「出勤ボックス」は、仕切りなどをつけ
て、箱の中のどこに何を置くか決めて
おきます。（名前や絵、写真などでわ
かりやすくします）
・「出勤ボックス」は、家の中でいつも決
まった場所に置くようにします。

その人なりのわけを探る

　Ａさんは、何をどこに置いたのかすぐ忘れてしまうという特徴があります。探し物を
すると、ますます散らかってしまうという不注意の傾向のある人もいます。

朝の準備・段取りが苦手な人がいますポイント①

仕事編

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
　
〜
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事
編
〜

5

5

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

まわりの人のかかわり方の工夫
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5

時間になり

ましたよ～

支援のポイント
仕事編

　Ｂさん（25歳）は、仕事や会議の最中などに話がまとまらず、話がなかなか終わらな

いときがあります。また、上司や同僚との話の最中に別なことに気を取られて話を聞い

ていないような態度をとるときがあり、上司や同僚から注意を受けるときが何度もあ

ります。
　話す時間をあらかじめ決める、話す話題をあらかじめ決める、話が一方的になった
ときや本筋からずれたときにとめる、といったルールを事前に確認しておくことが大
切です。
　話すことに過度に集中している場合は、まわりから声をかけるなどしてとめてあげる
ことも有効です。話が長くなったときのまわりの対応を事前に決めておくことで、Ｂさ
んも話を途中でやめることができました。
　注意散漫になったときには、声がけをして注意をひきつけることで話を聞いてもら
うことができるようになりました。また、仕事の合間に適宜休憩をとることで注意散漫
を未然に防ぐことができました。

　Ｂさんは話しだすと、まわりの人の様子が見えなくなり、話がとまらなくなる特徴が
あります。その一方で、注意が散漫になりやすく、まわりの様子に気を取られてしまっ
て集中して話を聞くことができないことがあります。

その人なりのわけを探る

5

ポイント② 話しだすととまらなくなったり、人の話を
集中して聞けない人がいます

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

まわりの人のかかわり方の工夫

自分の考えを伝えたい。わかっても

らいたい。

相手の話も気になるけれども、別の

ことも気になる。人の出入りが気に

なる。

一人で10分以上話をしている。話し

たいことをまとめてから話をしてほ

しい。

大事な話をしているのに聞いていな

い。ふざけている。

Bさんの気持ち まわりの人の気持ち
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一生懸命仕事をしているけれどもう
まくいかない。どうすればいいかわ
からない。注意を受けると自信がな
くなってしまう。

仕事の途中だけど、いつも上司から
できるだけ残業するなと言われてい
るから帰ろう。
退勤時間は17時30分と書いてある
から、仕事は明日にして帰ろう。

何年も同じ仕事をしているのになか
なか覚えてくれない。本気で取り組
んでいないのではないか。

こんなに忙しい最中なのに何で帰る
んだろう。
途中で仕事をほっぽり出して帰ると
はどういうことだ。

Cさんの気持ち
Aさんの気持ち

まわりの人の気持ち
まわりの人の気持ち

仕事編

　Ｃさん（32歳）は手先を使った細かい仕事が苦手で作業に時間がかかったり、ミスを
することも多く上司や同僚から注意を受けることがあります。注意を受けると、ますま
す焦ってしまってうまくいかなくなり、作業に時間がさらにかかってしまうという悪循
環になっています。

　苦手な仕事を聞き取って、それらを外していくこ
とで自信をもって仕事に臨むことができました。
　手先を使った仕事もじっくりおこなうことがで
きるように、長めの時間を設けることでミスが少な
く仕事をすることができるようになりました。

※手先の苦手さのほか、電話対応を苦手とする人、接客を苦手とする人など、さまざま
なことに苦手さや困り感を感じている人がいます。努力や工夫だけでは解決できな
いものもあり、そのときには苦手な作業を仕事から外していく対応が必要となるこ
ともあります。

　Ｃさんは手先の細かい動きを必要とする仕事が苦手という特徴をもっています。ま
た、身体のバランスが悪く、全身を使っての作業が苦手な人もいます。

その人なりのわけを探る

手先の不器用な人がいますポイント③

5

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

まわりの人のかかわり方の工夫

支援のポイント

　Aさん（20歳）は退勤時間になると、忙しい仕事の途中や仕事の切れ目に関係なく
帰ってしまうことがあります。そのときに上司や同僚から注意を受けることがあります
が、Aさんは何で注意をされるのかわかりません。

仕事の切りあげ方が苦手な人がいますポイント④

　上司との面談において、必要なときには残業をたのまれることがあることを再確認
しました。また、残業をたのまなければならないことがわかった時点で、できるだけ早
く本人に伝えてもらうこととしました。さらに、本人の負担にならない残業時間を確認
し、最低限必要な時間分残業してもらう
ようにしました。
　これらを確認することで、Aさんは仕事
の途中で帰宅することはなくなり、Aさん
自身も混乱せずに見通しをもって残業す
ることができるようになりました。

　Aさんはまわりの状況を見て判断することや状況に合わせて柔軟にルールを変える
ことが難しいという特徴があります。そのため、仕事をどこで切っていいのかわから
ず、以前に上司から受けた助言や勤務表から判断して行動していました。

その人なりのわけを探る

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

まわりの人のかかわり方の工夫
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自由にすごせって
言われてるけど
休憩って何をすれば
いいの?

 なんで
仕事してんだ?

自由にすごせって
言われてるけど
休憩って何をすれば
いいの?

 なんで
仕事してんだ?

12

　休憩時間にどの程度のことが許されるのかということがよくわからず、休憩をどの
ようにすごして良いのかを悩んでいる人がいます。また、休憩時間に適当な話題を見つ
けたり、上司や同僚への言葉づかいがうまくいかないことで、雑談に加わるのが苦手
な人がいます。
　Bさんは休憩時間のすごし方について上司と相談し、休憩中にやることを決めておく
ことで気分転換をすることができました。
　休憩をすごす場所や内容については、ジョブコーチ（※Ｐ．32　 参照）などの支援者
から本人にアドバイスをもらい、休憩時間をうまくすごすことができました。
　休憩時間中は無理にほかの人との会話に加わらなくても良いこと、それにより仕事
上で不利益がないことを伝えることで、本人の安心感につながりました。
　Bさんが集団の会話に参加するのが苦手なことをまわりの人たちに理解してもらう
ことで、本人も無理なく休憩時間をすごすことができるようになりました。

　Bさんは何をしていいかわからない時間が苦痛です。何もしないでいるよりは仕事
をしていたほうがましだと考えています。また、雑談も苦手で何を話していいかわから
ず、下手なことを言って怒らせるよりは黙っていたほうがいいと考えています。

その人なりのわけを探る

5

支援機関
①地域の相談支援事業所
②障害者就業・生活支援センター
③発達障がい者支援センター

まわりの人のかかわり方の工夫

支援のポイント
仕事編

　Bさん（25歳）は休憩時間をどのようにすごしていいかわからず、上司や同僚と雑談

するのも苦手で、休憩時間になるのが苦痛です。できれば一人で静かにすごしたいと

思っていますが、どのようにしていいかわからないで困っています。

休憩時間のすごし方が苦手な人がいますポイント⑤

休憩時間は何をしていいかわから

ない。上司や同僚と雑談をするの

も苦手だから仕事をしていた方が

まだ良い。

休憩時間なのに何で休まないんだ
ろう。みんなが楽しそうに話をして
いるのに、何で話に加わらないんだ
ろう。

Bさんの気持ち まわりの人の気持ち
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●　どの人も個性としての発達特徴を多かれ少なかれ持っており、発達障がいを持つ

人とそうではない人の状態像は連続線上に位置しています。また、顕著な発達特徴

があるということは、それがマイナスにはたらくこともありますが逆にその人のプラ

スの面としてはたらくこともあります。たとえば、興味のかたよりやこだわりがある

ということはまわりと合わせることが苦手という弱点にもなりますが、ひとつのこ

とに深く取り組んできわめることができるという長所にもつながります。

●　発達障がいの状態像は改善していくことができます。まわりが適切なサポートを

おこなうことのできる環境を整え、あわせて本人の社会生活力を育てていくことで

生活面や行動面の困りごとを改善していくことが可能です。適切なサポートによっ

て持っている能力を十分に発揮でき、ごく当たり前の暮らし・仕事をしている人もた

くさんいます。そのためにもまわりの人々の正しい理解が大変重要です。

●　発達障がいのある人が住みなれた地域で自立しながらいきいきと暮らすためには

	 ①　発達障がいのある人への地域の人たちや職場の人たちの理解

	   （あたたかく見守ること）が大切です。

	 ②　支援機関やそのほか関わりのある人たちの連携した対応が大切です。

	 ③　発達障がいのある人たちの生きがいを見いだす支援が大切です。

暮らし・仕事の支援7おわりに6

　県内の発達障がいの人への専門の支援機関です。発達障がい者支援センターは岩手県
立療育センター内に設置されています。家族や本人からの相談のほか、学校など、発達
障がいの人に関わる機関からの相談も受け付けています。発達障がいに関する研修会も
開催しています。
　なお、発達障がい者支援センターの設置されている岩手県立療育センターには、発達
障がいの診断ができる児童精神科も設置されています。

　相談支援事業所は、地域の障がいがある人の福祉に関する総合的な相談窓口です。各
種障がいのサービスの利用援助や情報提供のほか、障がいに関する様々な相談に応じる
ことができます。
　※お住まいの市町村にお問い合わせください。

　精神の不調、アルコール等の依存、精神疾患に関するご相談を、ご本人やご家族からお
受けしています。

　発達障がいの人への支援や各種サービスに関する情報提供や相談に応じます。
　岩手県公式ホームページ＞組織から探す＞県庁各部局＞保健福祉部＞
　障がい保健福祉課＞お知らせ

　ひきこもりの状態にある本人や家族への電話・来所による相談支援をおこないます。
ひきこもり当事者グループ「小さな集まり」を月１回開催しています。

発達障がい者支援センター“ウィズ”（岩手県立療育センター内）

精神保健福祉センター

各市町村福祉担当課・保健機関

ひきこもり支援センター

1

相談支援事業所2

3

4

5

〒020-0401　盛岡市手代森6-10-6　岩手県立療育センター内
電話（発達障がい者支援センター直通）：019-601-2115　FAX:019-624-5148

〒020-0015　盛岡市本町通3-19-1　岩手県福祉総合相談センター内　電話：019-629-9617

〒020-0015　盛岡市本町通3-19-1　岩手県福祉総合相談センター内　電話：019-629-9617

暮らしの支援

（支援機関の情報は、平成25年3月現在のものです。）
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7

　県内には発達障がいの診断や診療をおこなう小児科、児童精神科、精神科などの医療
機関があります。
→「いわて医療情報ネットワーク」（URL: http://www.med-info.pref.iwate.jp/）
＞いろいろな条件で医療機関を探す＞治療、手術内容＞精神科・神経科領域の「発達障害
（自閉症、学習障害等）」をチェックして検索

　特別支援学校には、各校に「特別支援教育コーディネーター」が指名され、相談や研修
などに対応しています。岩手県立総合教育センターでは、教育支援相談担当において来
所や電話での相談に対応しています。

医療機関7

特別支援学校・岩手県立総合教育センター6

〒025-0395　花巻市北湯口第２地割82番１
電話（コスモスダイヤル（相談専用））：0198-27-2473、（直通）：0198-27-2821　FAX:0198-27-3562

　発達障がいの人の家族同士が支えあったり、同じ発達障がいの人が運営するグループで
す。同じ立場の家族・本人同士で交流したり、ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）をおこ
なっているグループもあります。

「JDDネットいわて」　URL:http://www.normanet.ne.jp/~jddiwate/　連絡用メールアドレス：satoneko@vanilla.ocn.ne.jp
※１　掲載できませんでしたが、活動中の家族の会・自助グループはほかにもあります。改訂の際に加えるときがあります。また、掲載情報

は平成25年３月現在のものですので、変更される場合があります。
※２　①〜④は「JDDネット（日本発達障害ネットワーク）いわて」の参加団体です。

※住所については→岩手県公式ホームページ
　　　　　　　　　＞組織から探す＞県庁各部局＞保健福祉部＞障がい保健福祉課＞お知らせ
※地域若者サポートステーションは厚生労働省が毎年度委託先を募集、選定しています。今後、委託先の変更
によって住所、連絡先などが変更となる場合があります。

※住所については→岩手県公式ホームページ
　　　　　　　　　＞組織から探す＞県庁各部局＞保健福祉部＞障がい保健福祉課＞お知らせ

家族の会・自助グループ8

団体名 連絡先 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 活動地域

①岩手県自閉症協会 電話・FAX：019-681-8967
連絡用メールアドレス：iwate_autism@ybb.ne.jp 全県

②岩手ＬＤ等発達障がい児・者
　を守る親の会「なずなの会」

連絡用メールアドレス:seyumi55@kpe.biglobe.ne.jp
URL:http://www.normanet.ne.jp/~iwtnazna/ 全県

③岩手発達障がい親の会
 「くぷくぷ」

連絡用メールアドレス:kupukupu_iwate@yahoo.co.jp
URL：http://sky.geocities.jp/iwate_kupukupu/ —

④久慈・子どもと成長する
　親の会「からふる」 連絡用メールアドレス：kuji.colorful@gmail.com 久慈

⑤はなまき軽度発達障害児の
　教育と生活を支援する会
　「花童・風童（はっぱ・かっぱ）」

連絡用メールアドレス：
kazenoko@city.hanamaki.iwate.jp 花巻

⑥NPO法人いわて発達障害
　サポートセンター
 「えぇ町つくり隊」

電話・FAX：0191-23-3444（午前９時〜午後５時）
連絡用メールアドレス：a-machi@ia4.itkeeper.ne.jp
URL：http://aamachi.web.fc2.com/	

一関

⑦NPO法人いわて発達障害サポート
　センター「えぇ町つくり隊」高田支部
　さぽーとはうす★すてっぷ

電話：080-1652-6875（午前９時〜午後５時）
連絡用メールアドレス：amachi.takata@gmail.com 陸前高田

連絡用メールアドレスのある団体へのお問い合わせ
は、できる限り電子メールでお願いします

　就労と自立に困難を抱える若者と、その家族およびその関係者への支援をおこなってい
ます。就業に不安のある人や、長い期間にわたって社会参加していなかった人に向けて調
理実習などの活動の場を提供するとともに相談対応、資格取得から就職活動にいたるサ
ポートをおこなっています。

　就職したい人と、社員を採用したい企業を結び付ける仕事をしています。発達障がいの
人は、「トライアル雇用」での就職支援を受けることができます。これは、発達障がいの人を
採用した企業に、３か月間補助金が出るものです。

機関名 連絡先

ハローワーク盛岡 019-624-8904

ハローワーク沼宮内 0195-62-2139

ハローワーク釜石 0193-23-8609

ハローワーク遠野 0198-62-2842

ハローワーク宮古 0193-63-8609

ハローワーク花巻 0198-23-5118

ハローワーク一関 0191-23-4135

地域若者サポートステーション

ハローワーク

9

10

機関名 連絡先 備　考

もりおか・いわて若者
サポートステーション

電話：019-625-8460
FAX：019-625-8461

盛岡広域圏（盛岡市、八幡平市、岩手町、葛巻町、
雫石町、紫波町、矢巾町、滝沢村）

みやこ若者サポート
ステーション

電話：0193-63-4135
FAX：0193-63-4135

宮古広域圏（宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村）

暮らし・仕事の支援7

仕事の支援

機関名 連絡先

ハローワーク水沢 0197-24-8609

ハローワーク北上 0197-63-3314

ハローワーク大船渡 0192-27-4165

ハローワーク二戸 0195-23-3341

ハローワーク久慈 0194-53-3374

ハローワークプラザ北上 0197-65-5810
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暮らし・仕事の支援7

　県内にある９か所のセンターでは、障がいのある人の就業と生活を一体とした支援をお
こなっています。安心して身近な地域で働くことができるよう、仕事に関する相談や支援を
おこないます。また、自立した日常生活を送るために、必要な支援をおこないます。

※住所については→岩手県公式ホームページ
　　　　　　　　　＞組織から探す＞県庁各部局＞保健福祉部＞障がい保健福祉課＞お知らせ
※詳細は、各機関にお問い合わせください。

　なお、それぞれの機関は相互に連携して支援にあたっていますので、どの機関に相談したらよいか迷われる

場合は、ひとまず身近な機関へ相談されることをお勧めします。

障害者就業・生活支援センター13

地域 機関名 連絡先

胆江地域 胆江障害者就業・生活支援センター 0197-51-6306

宮古・下閉伊地域 宮古地区チャレンジド就業・生活支援センター 0193-71-1245

盛岡地域 盛岡広域障害者就業・生活支援センター 019-605-8822

両磐地域 一関広域障害者就業・生活支援センター 0191-34-9100

久慈地域 久慈地区チャレンジド就業・生活支援センター 0194-66-8585

花巻・北上・遠野地域 岩手中部障がい者就業・生活支援センター
しごとネットさくら 0197-63-5791

二戸地域 二戸圏域チャレンジド就業・生活支援センター
カシオペア 0195-26-8012

気仙地域 気仙障がい者就業・生活支援センター 0192-27-0833

釜石地域 釜石大槌地域障がい者就業・生活支援センター
キックオフ 0193-55-4181

　障がいがある人が働くための支援をしています。仕事の得意･不得意や就労における課
題を適性検査や相談を通じて整理します(職業評価)。職業センターに通所しながら、作
業や学習会、対人技能訓練をおこない、就労に必要な労働習慣や職場のルール･マナー、
対人応対を学ぶトレーニングをおこなっています（職業準備支援、発達障害者就労支援
カリキュラム）。また、ジョブコーチが職場に出向き、仕事の円滑な進め方や職場内での
人間関係づくりなどについて支援をおこないます（ジョブコーチ支援）。

障害者職業センター12

　就職に関する様々なサポートをおこなうワンストップサービスセンターです。岩手県内に
８か所あり、それぞれの地域で特色のあるサービスをおこなっております。
（サービスの内容など、詳しくは各地域のジョブカフェまでお問い合わせください。）

ジョブカフェ11

機関名 連絡先

ジョブカフェいわて 019-621-1171

ジョブカフェはなまき 0198-22-3277

ジョブカフェさくら 0197-63-3533

ジョブカフェ一関 0191-26-3910

機関名 連絡先

ジョブカフェ気仙 0192-21-3456

ジョブカフェみやこ 0193-64-3513

ジョブカフェ久慈 0194-53-3344

ジョブカフェ
いわて☆カシオペア 050-7544-4480

〒020-0133　盛岡市青山４丁目12-30　電話：019-646-4117　FAX: 019-646-6860
URL：http://www.jeed.or.jp/　連絡用メールアドレス：iwate-ctr@jeed.or.jp

※住所については→岩手県公式ホームページ
　　　　　　　　　＞組織から探す＞県庁各部局＞保健福祉部＞障がい保健福祉課＞お知らせ

※ジョブコーチとは、障がいのある人の就労に向けて、事業主、上司、同僚、家族、本人を支援し、本人が動きや
すい環境をつくり、仕事がスムーズに継続して取り組めるよう支援する専門の支援員です。
　厚生労働省が指定する専門の研修機関で研修を受講した支援員がジョブコーチの資格を持って支援するこ
とになっています。
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Q&A8

　発達障がいがおこる背景には、脳のはたらきに何らかのアンバランスがある
と考えられています。人間の脳は、前頭葉、大脳基底核、小脳といった部分がお
互いに協力しあってはたらいています。発達障がいの人の脳は、これらの部分の
はたらきにアンバランスがあったり、これらの部分をつなぐ神経伝達物質のはた
らきに何らかの不具合があるのではないかといわれています。

Ｑ

Ｑ
　必要に応じた支援をおこなうことで改善できます。発達障がいの背景である
脳のはたらきのアンバランスさがあったとしても、得意とする力を生かし、苦手
とする力にたいして支援をおこなうことで、生活や仕事に困らないようにするこ
とができます。
　また、お薬は脳のはたらきのアンバランスさそのものを改善する目的という
よりも、生活や仕事で困ってしまい、ストレスを抱えて生活する苦しさを和らげ
る目的でつかわれることが多いです。
　眠れない、いらいらする、不安が強い、気持ちがおちこみ意欲が出ない、かっ
となってしまうなどの症状には心療内科や精神科を受診して安定剤などを処方
してもらい、苦しさを和らげることもできます。

1. 発達障がいの原因は何ですか。

2. 発達障がいは改善できますか。

Ａ

Ａ

　発達障がいの人で、仕事について自立した生活を送っている人は大勢います。
職場の理解や支援機関の協力を得ながら仕事を続けている人もいます。
　また、それぞれの人によって働き方は違っています。その人の特性や心身の状
態、考え方などに応じて、フルタイム勤務、パート･アルバイト、一般就労、福祉的
就労…など、さまざまな形の働き方があります。
　支援機関では、働く準備を始めるための相談支援、就職活動のための相談支
援、職場環境の調整のための相談支援、職場での困りごとに関する相談支援な
どをおこなっています。自分にあった働き方について支援機関に相談すること
もよいでしょう。

発達障がいの人は、次のような特徴を示すことがよくあります。
●　言葉の発達に偏りがある場合があり、趣旨をとり違えたり、話のポイントが
つかめないことがあります。

　→　コミュニケーションの際はメモやホワイトボードを使うようにします。
●　人との関わり方が直感的に把握できず、報告･相談のタイミングが独特です。
　→　その場では怒らず、「相手が話し中なら話が終わってから相談する」など
タイミングの判断の仕方を具体的に教えて、練習するように助言します。

●　いくつかのことを同時に処理することが難しく、物事の優先順位がつけら
れないことがあります。

　→　何からすべきかわからないときは、ほかの人の判断をあおぐように助言し
ます。

●　一つのことに注意を向けるとまわりが見えなくなる認知特性から、一つの
ことに集中するととめられません。

　→　今は、いつまでに何をするべきときかを具体的に助言します。

　大事なのは、本人の苦手なところはそのままで働けるような環境をつくること
です。発達障がいの人は、得意なことはほかの人と同じようにできてしまうので、
苦手なところを克服させればよいのではないかと思ってしまいがちです。しかし、
脳の機能障がいによる特徴ですので、本人の努力だけで克服させようとすること
は、目の悪い人に眼鏡なしで見えろというのと同様、つらいことです。
　苦手なところは代わりになる手段を考える、得意なところを生かす方法を考え
る、といったまわりの人の関わり方や職場環境を工夫する視点が大事です。関わり
方や職場環境の調整の方法については、ジョブコーチ支援を活用するなど、支援
機関の専門的な助言を受けることができます。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

3. 仕事につくことはできますか。

4. 発達障がいのある人と一緒に働いていますが、
　 どんなことに気をつけたらよいですか。

　パートナーの理解を得て、恋愛、結婚している人も大勢います。また、支援機
関に相談しながら恋愛、結婚生活を送っている人もいます。恋愛、結婚について
は注意すべきこともありますので、パートナーやまわりの人と話し合ったり、必
要に応じて支援機関に相談するようにしましょう。

Ａ

Ｑ 5. 恋愛、結婚はできますか。
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